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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のエポキシドと、エポキシドの加水分解を触媒することが可能な第１の触媒お
よびエポキシドとＣＯ２の共重合を触媒することが可能な第２の触媒とを接触させる工程
を含む、脂肪族ポリカーボネートポリマーを調製するための方法。
【請求項２】
　第１の触媒と第２の触媒が異なる構造を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第２の触媒が、「オニウム」基、窒素含有官能基およびリン含有官能基からなる群から
選択される少なくとも１つの連結した活性化部分を含むことを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　第２の触媒を、エポキシドと第１の触媒とを接触させる工程を行わずに用いる場合、誘
導期間を示し、第２の触媒を、エポキシドと第１の触媒とを接触させる工程とともに用い
る場合、この誘導期間が減るか、またはなくなることを特徴とする、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　１つ以上のエポキシドを、ＣＯ２存在下、両触媒と接触させる、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記方法が、
　（ａ）反応容器に１つ以上のエポキシドを入れることと、
　（ｂ）１つ以上のエポキシドと両触媒とを接触させることとを含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　（ｃ）エポキシドの加水分解を所定の時間行う工程と、
　（ｄ）混合物とＣＯ２とを接触させる工程という、さらなる工程を含む、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記工程が、エポキシドの加水分解を含む第１のサブ工程と、エポキシドとＣＯ２の共
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重合を含む第２のサブ工程とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記２つのサブ工程が、異なる時間、異なる場所、異なる反応条件、またはこれら任意
の２つ以上の組み合わせで行われる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　第１のサブ工程と第２のサブ工程は、異なる時間に行われ、第１のサブ工程は、第２の
触媒を加える前に１つ以上のエポキシドと第１の触媒とを接触させることを含み；第２の
サブ工程は、第２の触媒存在下で１つ以上のエポキシドと二酸化炭素とを接触させること
を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　第１のサブ工程と第２のサブ工程は、異なる時間に行われ、第１のサブ工程は、
　（ａ）反応容器に１つ以上のエポキシドを入れることと、
　（ｂ）１つ以上のエポキシドとエポキシド加水分解触媒とを接触させることと、
　（ｃ）エポキシドの加水分解を所定の時間行うことと
を含み、
　第２のサブ工程は、この容器にエポキシドＣＯ２共重合触媒を加えることを含む、請求
項８に記載の方法。
【請求項１２】
　第１のサブ工程中に二酸化炭素を加えない、請求項１０または請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
　第２の触媒を導入するときに二酸化炭素を加える、請求項１０または請求項１１に記載
の方法。
【請求項１４】
　第１のサブ工程と第２のサブ工程を連続して行い、前記方法は、
　（ａ）１つ以上のエポキシドと第１の触媒および第２の触媒とを同時に接触させること
と；
　（ｂ）この混合物をＣＯ２が存在しない状態で、所定時間かけて反応させることと；
　（ｃ）１つ以上のエポキシド、第１の触媒および第２の触媒の混合物と二酸化炭素とを
接触させることとを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　サブ工程（ａ）から（ｃ）を１個の容器で行う、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　サブ工程を複数の容器で行う、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　サブ工程（ａ）および（ｂ）を第１の容器で行い、サブ工程（ｃ）を第２の容器で行う
、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　サブ工程を異なる反応条件で行う、請求項９に記載の方法。
【請求項１９】
　サブ工程を異なる温度で行う、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　第１のサブ工程を第２のサブ工程より高い温度で行う、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　第１のサブ工程を第２のサブ工程より低い温度で行う、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　サブ工程を異なる圧力で行う、請求項９に記載の方法。
【請求項２３】
　第１のサブ工程を第２のサブ工程より高いＣＯ２圧で行う、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
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　１つ以上のエポキシドとＣＯ２とを共重合させ、脂肪族ポリカーボネートポリマーを製
造するための方法であって、この方法が、
　１つ以上のエポキシドを含むエポキシド原料と、エポキシドの加水分解を触媒すること
が可能な第１の触媒とを接触させることによって、１つ以上のエポキシドを含むエポキシ
ド原料を処理する工程と；
　処理したエポキシド原料をエポキシドＣＯ２共重合反応に供給し、エポキシドとＣＯ２

の共重合を触媒することが可能な第２の触媒存在下、ＣＯ２と接触させる工程とを含む、
前記方法。
【請求項２５】
　前記エポキシド原料は、エポキシドとＣＯ２の共重合を触媒することが可能な第２の触
媒とさらに接触させられる、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　第１の工程には第１の触媒のみが存在し、共重合工程には第２の触媒のみが存在する、
請求項２４または２５に記載の方法。
【請求項２７】
　エポキシド原料を処理する工程中に第２の触媒が存在する、請求項２４または２５に記
載の方法。
【請求項２８】
　供給する工程の前に、処理したエポキシド原料から第１の触媒を除去するさらなる工程
を含む、請求項２４または２５に記載の方法。
【請求項２９】
　第１の触媒が、固体であるか、または固体に担持されたエポキシド加水分解触媒である
、請求項２４または２５に記載の方法。
【請求項３０】
　原料と接触させる工程が、エポキシド原料を第１の触媒床に流すことを含む、請求項２
９に記載の方法。
【請求項３１】
　第１の触媒が、金属サレン錯体を含む、請求項１～３０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３２】
　第１の触媒が、コバルト、マンガンおよびクロムからなる群から選択される金属原子を
含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　第１の触媒が、コバルト（ＩＩＩ）サレン錯体を含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　第１の触媒が、オリゴマー金属サレン錯体を含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
　第２の触媒が、金属－配位子錯体を含み、配位子が、オニウム塩、窒素含有官能基、リ
ン含有官能基、およびこれら任意の２種以上の組み合わせからなる群から選択される１つ
以上の連結した活性化部分を含むことを特徴とする、請求項１～３０のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項３６】
　連結した活性化部分が、トリアルキルアンモニウム基、アミジニウム基、グアニジニウ
ム基、ホスホニウム基、アルソニウム基、四級化窒素含有ヘテロ環基、ホスファゼニウム
基、およびこれら任意の２種以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項３５に
記載の方法。
【請求項３７】
　第２の触媒が、表Ｉの錯体から選択される、請求項３１に記載の方法。
【請求項３８】
　エポキシド加水分解触媒が、
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【化８３】

を含み、式中、Ｘがアニオンである、請求項３１に記載の方法。
【請求項３９】
　２種類以上の金属錯体の混合物を含み、少なくとも１つの金属錯体が、エポキシドを加
水分解するための触媒活性を有する第１の触媒であり、少なくとも１つの金属錯体が、第
１の触媒とは異なる構造を有し、エポキシドとＣＯ２の共重合に触媒活性を有する第２の
触媒であることを特徴とする、触媒組成物。
【請求項４０】
　第１の触媒が、第２の触媒に対し、１：１００～２：１のモル比で存在する、請求項３
９に記載の触媒組成物。
【請求項４１】
　混合物中、モル基準で第１の触媒は第２の触媒より少ない、請求項４０に記載の触媒組
成物。
【請求項４２】
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、５０モル％未満の量で存在する、請求項４１に記載
の触媒組成物。
【請求項４３】
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、３０モル％未満の量で存在する、請求項４１に記載
の触媒組成物。
【請求項４４】
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、２０モル％未満の量で存在する、請求項４１に記載
の触媒組成物。
【請求項４５】
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、１０モル％未満の量で存在する、請求項４１に記載
の触媒組成物。
【請求項４６】
　第１の触媒が、
【化８４】

を含み、
　式中、Ｍは金属原子であり；
　Ｒ１ａおよびＲ１ａ’は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１

－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環
、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸
素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘ
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テロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不
飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される置換または非置換
の基であり；
　Ｒ４ｂは、
【化８５】

からなる群から選択され、式中、
　Ｒｃは、それぞれの場合に、独立して、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、
－ＣＮ、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ
、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、
－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲであるか、または、
Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的
に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の
多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含
む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される
１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、
酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環
状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、または窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群か
ら選択される置換または非置換の基であるか；または
　任意の２個の隣接するＲｃ基は、これらが接続する炭素原子および任意の間に存在する
原子とともに、１つ以上の置換または非置換の環を生成してもよく；または
　同じ炭素原子に接続する任意の２個のＲｃ基が、これらが接続する炭素原子とともに、
３～８員環のスピロ環状環、カルボニル、オキシム、ヒドラゾンおよびイミンからなる群
から選択される置換または非置換の部分を形成してもよく；
　Ｒｄは、それぞれの場合に、独立して、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、
－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ
、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（Ｃ
Ｏ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲであるか
、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和ま
たは部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和また
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は芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテ
ロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して
選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ
環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２
員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、または窒素、酸素または硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環か
らなる群から選択される置換または非置換の基であるか；または
　任意の２個の隣接するＲｄ基が、その間に存在する原子とともに、１つ以上の置換また
は非置換の環を形成してもよく；
　Ｒは、それぞれの場合に、独立して、水素であるか、アシル、Ｃ１－６脂肪族、Ｃ１－

６ヘテロ脂肪族、カルバモイル、アリールアルキル、フェニル、３～８員環の飽和または
部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳
香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原
子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環
の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環、酸素保護基
および窒素保護基からなる群から選択される置換または非置換の基であるか；または
　同じ窒素原子上にある２個のＲ基は、置換または非置換の３～７員環の環を形成しても
よく、
　Ｘはアニオンであり；
　Ｙは、－Ｃ（Ｒｃ）２－、－ＮＲ－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ－、－Ｏ
－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、
－ＳｉＲ２－、－Ｃ（＝Ｓ）－、－Ｃ（＝ＮＲ）－、または－Ｎ＝Ｎ－；－ＣＲ＝ＣＲ－
、ポリエーテル；Ｃ３～Ｃ８置換または非置換の炭素環；およびＣ１～Ｃ８置換または非
置換のヘテロ環からなる群から選択される二価のリンカーであり；
　ｍは、０であるか、または境界値を含む１～６の整数であり；
　ｍ’は、０であるか、または境界値を含む１～４の整数であり；
　ｑは、０であるか、または境界値を含む１～４の整数であり；
　ｘは１または２である、請求項３９に記載の触媒組成物。
【請求項４７】
　任意の２個の隣接するＲｄ基とその間に存在する原子とともに形成される、前記１つ以
上の置換または非置換の環が、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１個以上の
ヘテロ原子を含む、請求項４６に記載の触媒組成物。
【請求項４８】
　第１の触媒が、
【化８６】

からなる群から選択され、
　式中、Ｒ４ａ、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ、Ｒ６ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ

’が、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ
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２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－
Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－Ｎ
ＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲであるか、または、Ｃ１

－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不
飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環
状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５
～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～
３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素
または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽
和または部分的に不飽和のヘテロ環および窒素、酸素または硫黄から独立して選択される
１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択
される置換または非置換の基であるか；または
　［Ｒ１ａおよびＲ４ａ］、［Ｒ１ａ’およびＲ４ａ’］、［Ｒ４ａおよびＲ５ａ］、［
Ｒ５ａおよびＲ６ａ］、［Ｒ６ａおよびＲ７ａ］、［Ｒ４ａ’およびＲ５ａ’］、［Ｒ５

ａ’およびＲ６ａ’］、［Ｒ６ａ’およびＲ７ａ’］の任意の１つ以上は、その間に存在
する原子とともに、１つ以上の置換または非置換の環を形成してもよく；
　ｗは、０であるか、または境界値を含む１～８の整数である、請求項４６または４７に
記載の触媒組成物。
【請求項４９】
　Ｒ１ａ、Ｒ１ａ’、Ｒ４ａ、Ｒ４ａ’、Ｒ６ａおよびＲ６ａ’がそれぞれ－Ｈである、
請求項４８に記載の触媒組成物。
【請求項５０】
　Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ’がそれぞれ、－Ｈ、置換または非置換の脂肪
族基または置換または非置換のアリール基である、請求項４９に記載の触媒組成物。
【請求項５１】
　Ｒ１ａ、Ｒ１ａ’、Ｒ４ａ、Ｒ４ａ’、Ｒ６ａおよびＲ６ａ’が、それぞれ－Ｈであり
、Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ’は、それぞれ独立して、置換または非置換の
Ｃ１－１２脂肪族基である、請求項４８に記載の触媒組成物。
【請求項５２】
　Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ’が、それぞれｔ－ブチルである、請求項５１
に記載の触媒組成物。
【請求項５３】
　Ｍが、コバルト、クロムおよびマンガンから選択される、請求項４６～５２のいずれか
１項に記載の触媒組成物。
【請求項５４】
　Ｍがコバルトである、請求項５３に記載の触媒組成物。
【請求項５５】
　Ｍがコバルト（ＩＩＩ）である、請求項５４に記載の触媒組成物。
【請求項５６】
　第１の触媒が、複数の金属配位子錯体を含むオリゴマーを含む、請求項３９に記載の触
媒組成物。
【請求項５７】
　第２の触媒が、
【化８７】
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を含み、式中、Ｍ’が金属原子であり；
【化８８】

は、多座配位子を含み；
【化８９】

は、多座配位子に連結した１つ以上の活性化部分をあらわし、ここで、
【化９０】

は、リンカー部分をあらわし；ｍは、リンカー部分に存在するＺ基の数をあらわし、境界
値を含む１～４の整数であり；各（Ｚ）は、独立して、
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【化９１】
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【化９２】

からなる群から選択される活性化官能基であり、
　式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、水素であるか、またはＣ１－２０脂肪族
、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７
～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素
、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多
環状ヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ
原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または
硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分
的に不飽和の多環状ヘテロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール環からなる
群から選択される置換または非置換の基であるか；または
　Ｒ１およびＲ２は、その間に存在する原子とともに、１つ以上の置換または非置換の環
を形成してもよく；
　各Ｒ３は、独立して、水素であるか、またはＣ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪
族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４員環の飽和または
部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個
のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多環状ヘテロアリール環、
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の
飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択さ
れる１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状ヘテ
ロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール環からなる群から選択される置換ま
たは非置換の基であるか；またはＲ３基は、Ｒ１基またはＲ２基とともに、１つ以上の置
換または非置換の環を形成してもよく；
　各Ｒ４は、独立して、水素、ヒドロキシル保護基、または、Ｃ１－２０アシル、Ｃ１－

２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状
炭素環、７～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫
黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリー



(11) JP 2015-502449 A5 2016.2.12

ル環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１
４員環の多環状ヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３
個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、
酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和
または部分的に不飽和の多環状ヘテロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール
環からなる群から選択される置換または非置換の基であり；
　Ｒ５は、Ｒ２またはヒドロキシルであるか；または
　Ｒ１およびＲ５は、その間に存在する原子とともに、１つ以上の置換または非置換の炭
素環、ヘテロ環、アリールまたはヘテロアリール環を形成してもよく；
　Ｒ６およびＲ７は、それぞれ独立して、水素であるか、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ

１－２０ヘテロ脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１
４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して
選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸
素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多環状
ヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子
を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または硫黄
から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分的に
不飽和の多環状ヘテロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール環からなる群か
ら選択される置換または非置換の基であるか；または
　Ｒ６およびＲ７は、その間に存在する原子とともに、１つ以上の置換または非置換の環
を形成してもよいか；または
　Ｒ６基またはＲ７基は、Ｒ１基またはＲ２基とともに、１つ以上の置換または非置換の
環を形成してもよく；
　それぞれの場合のＲ８は、独立して、ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＳＲｙ、－Ｓ（
Ｏ）Ｒｙ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｙ、－ＮＲｙＣ（Ｏ）Ｒｙ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒｙ、－ＣＯ２Ｒｙ

、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＯＲ７、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｙ）２、－Ｎ（Ｒｙ）２、－ＮＲｙ

Ｃ（Ｏ）Ｒｙ、－ＮＲｙＣ（Ｏ）ＯＲｙ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ
脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４員環の飽和ま
たは部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～
４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄か
ら独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多環状ヘテロアリール
環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員
環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選
択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状
ヘテロ環、フェニル、または８～１４員環の多環状アリール環からなる群から選択される
置換または非置換の基からなる群から選択されるか；
　または２個以上の隣接するＲ８基は、０～４個のヘテロ原子を含む置換または非置換の
飽和、部分的に不飽和、または芳香族の５～１２員環を形成してもよく；
　各Ｒｙは、独立して、－Ｈであるか、または、Ｃ１－６脂肪族、フェニル、３～７員環
の飽和または部分的に不飽和の炭素環式環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択され
る１～２個のヘテロ原子を含む３～７員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環
、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む５～６員環
のヘテロアリール環、８～１０員環のアリールからなる群から選択される置換または非置
換の基であり；
　Ｘはアニオンであり；
　環Ａは、置換または非置換の５～１０員環のヘテロアリール基であり；
　環Ｂは、示されている環窒素原子に加え、窒素、酸素または硫黄から独立して選択され
る０～２個のヘテロ原子を含む置換または非置換の３～８員環の飽和または部分的に不飽
和の単環状ヘテロ環である、請求項３９に記載の触媒組成物。
【請求項５８】
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　Ｒ１およびＲ２とその間に存在する原子とともに形成される、前記１つ以上の置換また
は非置換の環が、１個以上のさらなるヘテロ原子を含む、請求項５７に記載の触媒組成物
。
【請求項５９】
　Ｒ６およびＲ７とその間に存在する原子とともに形成される、１つ以上の置換または非
置換の環が、１個以上のヘテロ原子を含む、、請求項５７または５８に記載の触媒組成物
。
【請求項６０】
【化９３】

が、
【化９４】

を含み、式中、
　Ｒ１ｂおよびＲ１ｂ’は、独立して、－Ｈ、
【化９５】

基、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和
または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和ま
たは芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立し
て選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテ
ロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１
２員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からな
る群から選択される置換または非置換の基であり；
　Ｒ２ｂ、Ｒ２ｂ’、Ｒ３ｂおよびＲ３ｂ’は、独立して、
【化９６】

基、水素、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－Ｓ
Ｏ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、または、Ｃ１

－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不
飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環
状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５
～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～
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３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素
または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽
和または部分的に不飽和のヘテロ環および窒素、酸素または硫黄から独立して選択される
１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択
される置換または非置換の基であるか；または
　［Ｒ２ｂ’およびＲ３ｂ’］、［Ｒ２ｂおよびＲ３ｂ］、［Ｒ１ｂおよびＲ２ｂ］およ
び［Ｒ１ｂ’およびＲ２ｂ’］のいずれかは、その間に存在する原子とともに、１個以上
のＲｄ’基で置換されていてもよい１つ以上の環を形成していてもよく；
　Ｒｄ’は、それぞれの場合に、独立して、
【化９７】

基、リンカー、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ

２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－Ｓ
ｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）
Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１

－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環
、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸
素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘ
テロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不
飽和のヘテロ環、または窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ
原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される置換または
非置換の基であるか；または
　２個以上のＲｄ’基が、その間に存在する原子とともに、１つ以上の置換または非置換
の環を形成してもよく；
　Ｒ４ｂ’は、

【化９８】

からなる群から選択され、
　Ｒｃ’は、それぞれの場合に、独立して、
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【化９９】

基、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－Ｓ
Ｏ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ
Ｒ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、
フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を
含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素
、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和
または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５
個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環および
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環
の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される置換または非置換の基であるか；ま
たは
　２個以上のＲｃ’基は、これらが接続する炭素原子および任意の間に存在する原子とと
もに、１つ以上の置換または非置換の環を生成してもよいか；または
　同じ炭素原子に接続する２個のＲｃ’基が、これらが接続する炭素原子とともに、３～
８員環のスピロ環状環、カルボニル、オキシム、ヒドラゾンおよびイミンからなる群から
選択される置換または非置換の部分を形成してもよく；
　Ｒは、それぞれの場合に、独立して、水素であるか、アシル、Ｃ１－６脂肪族、Ｃ１－

６ヘテロ脂肪族、カルバモイル、アリールアルキル、フェニル、３～８員環の飽和または
部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳
香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原
子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環
の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環、酸素保護基
および窒素保護基からなる群から選択される置換または非置換の基であるか；または
　同じ窒素原子上の２個のＲ基が、置換または非置換の３～７員環の環を形成してもよく
；
　Ｘはアニオンであり；
　Ｙ’は、－Ｃ（Ｒｃ’）２－、－ＮＲ－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ－、
－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２

－、－ＳｉＲ２－、－Ｃ（＝Ｓ）－、－Ｃ（＝ＮＲ）－、または－Ｎ＝Ｎ－；ポリエーテ
ル；Ｃ３～Ｃ８置換または非置換の炭素環；およびＣ１～Ｃ８置換または非置換のヘテロ
環からなる群から選択される二価のリンカーであり
；
　ｍは、０であるか、境界値を含む１～６の整数であり；
　ｍ’は、０であるか、境界値を含む１～４の整数であり；
　ｑは、０であるか、境界値を含む１～４の整数であり、
　ｘは、０、１または２である、請求項５７～５９のいずれか１項に記載の触媒組成物。
【請求項６１】
　２個以上のＲｄ’基とその間に存在する原子とともに形成される、１つ以上の置換また
は非置換の環が、１個以上のヘテロ原子を含む、請求項６０に記載の触媒組成物。
【請求項６２】
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【化１００】

が、

【化１０１】

を含み、Ｒ８ｂ、Ｒ８ｂ’、Ｒ５ｂ、Ｒ５ｂ’、Ｒ６ｂ、Ｒ６ｂ’、Ｒ７ｂおよびＲ７ｂ

’が、それぞれ独立して、
【化１０２】

基、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－Ｓ
ＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－
Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ

２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテ
ロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４
個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫
黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリー
ル環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８
員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択さ
れる１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテ
ロ環、または窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む
８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される置換または非置換の基
であるか；または
　［Ｒ１ｂおよびＲ８ｂ］、［Ｒ１ｂ’およびＲ８ｂ’］、［Ｒ８ｂおよびＲ５ｂ］、［
Ｒ５ｂおよびＲ６ｂ］、［Ｒ６ｂおよびＲ７ｂ］、［Ｒ８ｂ’およびＲ５ｂ’］、［Ｒ５

ｂ’およびＲ６ｂ’］、［Ｒ６ｂ’およびＲ７ｂ’］の任意の１つ以上は、その間に存在
する原子とともに、１つ以上の置換または非置換の環を形成してもよい、請求項６０また
は６１に記載の触媒組成物。
【請求項６３】
　

【化１０３】

が、
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【化１０４】

からなる群から選択され、
　式中、ｗは、０であるか、境界値を含む１～８の整数であり、
　ｐは、０であるか、または境界値を含む１～４の整数である、請求項６２に記載の触媒
組成物。
【請求項６４】
　第２の触媒が、表Ｉに示されるものから選択される、請求項３９に記載の触媒組成物。
【請求項６５】
　第１の触媒および第２の触媒が、両方ともそれぞれコバルト錯体を含む、請求項３９～
６４のいずれか１項に記載の触媒組成物。
【請求項６６】
　１つ以上のエポキシドと、請求項３９～６５のいずれか１項に記載の触媒組成物とを接
触させる工程を含む、脂肪族ポリカーボネートポリマーを調製するための方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　「エポキシドＣＯ２共重合触媒」という用語は、本明細書で使用する場合、（別段の定
めがない限り）エポキシドと二酸化炭素の共重合を促進し、交互コポリマーを作成するこ
とができる任意の材料を意味する。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　１つ以上のエポキシドと、エポキシドの加水分解を触媒することが可能な第１の触媒お
よびエポキシドとＣＯ２の共重合を触媒することが可能な第２の触媒とを接触させる工程
を含む、脂肪族ポリカーボネートポリマーを調製するための方法。
（項目２）
　第１の触媒と第２の触媒が異なる構造を有する、項目１に記載の方法。
（項目３）
　第２の触媒が、「オニウム」基、窒素含有官能基およびリン含有官能基からなる群から
選択される少なくとも１つの連結した活性化部分を含むことを特徴とする、項目１に記載
の方法。
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（項目４）
　第２の触媒を、エポキシドと第１の触媒とを接触させる工程を行わずに用いる場合、誘
導期間を示し、第２の触媒を、エポキシドと第１の触媒とを接触させる工程とともに用い
る場合、この誘導期間が減るか、またはなくなることを特徴とする、項目１に記載の方法
。
（項目５）
　１つ以上のエポキシドを、ＣＯ２存在下、両触媒と接触させる、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記方法が、
　（ａ）反応容器に１つ以上のエポキシドを入れることと、
　（ｂ）１つ以上のエポキシドと両触媒とを接触させることとを含む、項目５に記載の方
法。
（項目７）
　（ｃ）エポキシドの加水分解を所定の時間行う工程と、
　（ｄ）混合物とＣＯ２とを接触させる工程という、さらなる工程を含む、項目６に記載
の方法。
（項目８）
　前記工程が、エポキシドの加水分解を含む第１のサブ工程と、エポキシドとＣＯ２の共
重合を含む第２のサブ工程とを含む、項目１に記載の方法。
（項目９）
　前記２つのサブ工程が、異なる時間、異なる場所、異なる反応条件、またはこれら任意
の２つ以上の組み合わせで行われる、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　第１のサブ工程と第２のサブ工程は、異なる時間に行われ、第１のサブ工程は、第２の
触媒を加える前に１つ以上のエポキシドと第１の触媒とを接触させることを含み；第２の
サブ工程は、第２の触媒存在下で１つ以上のエポキシドと二酸化炭素とを接触させること
を含む、項目８に記載の方法。
（項目１１）
　第１のサブ工程と第２のサブ工程は、異なる時間に行われ、第１のサブ工程は、
　（ａ）反応容器に１つ以上のエポキシドを入れることと、
　（ｂ）１つ以上のエポキシドとエポキシド加水分解触媒とを接触させることと、
　（ｃ）エポキシドの加水分解を所定の時間行うことと
を含み、
　第２のサブ工程は、この容器にエポキシドＣＯ２共重合触媒を加えることを含む、項目
８に記載の方法。
（項目１２）
　第１のサブ工程中に二酸化炭素を加えない、項目１０または項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　第２の触媒を導入するときに二酸化炭素を加える、項目１０または項目１１に記載の方
法。
（項目１４）
　第１のサブ工程と第２のサブ工程を連続して行い、前記方法は、
　（ａ）１つ以上のエポキシドと第１の触媒および第２の触媒とを同時に接触させること
と；
　（ｂ）この混合物をＣＯ２が存在しない状態で、所定時間かけて反応させることと；
　（ｃ）１つ以上のエポキシド、第１の触媒および第２の触媒の混合物と二酸化炭素とを
接触させることとを含む、項目８に記載の方法。
（項目１５）
　サブ工程（ａ）から（ｃ）を１個の容器で行う、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
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　サブ工程を複数の容器で行う、項目１４に記載の方法。
（項目１７）
　サブ工程（ａ）および（ｂ）を第１の容器で行い、サブ工程（ｃ）を第２の容器で行う
、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　サブ工程を異なる反応条件で行う、項目９に記載の方法。
（項目１９）
　サブ工程を異なる温度で行う、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
　第１のサブ工程を第２のサブ工程より高い温度で行う、項目１９に記載の方法。
（項目２１）
　第１のサブ工程を第２のサブ工程より低い温度で行う、項目１９に記載の方法。
（項目２２）
　サブ工程を異なる圧力で行う、項目９に記載の方法。
（項目２３）
　第１のサブ工程を第２のサブ工程より高いＣＯ２圧で行う、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　１つ以上のエポキシドとＣＯ２とを共重合させ、脂肪族ポリカーボネートポリマーを製
造するための方法であって、この方法が、
　１つ以上のエポキシドを含むエポキシド原料と、エポキシドの加水分解を触媒すること
が可能な第１の触媒と、場合により、エポキシドとＣＯ２の共重合を触媒することが可能
な第２の触媒とを接触させることによって、１つ以上のエポキシドを含むエポキシド原料
を処理する工程と；
　処理したエポキシド原料をエポキシドＣＯ２共重合反応に供給し、エポキシドとＣＯ２

の共重合を触媒することが可能な第２の触媒存在下、ＣＯ２と接触させる工程とを含む、
前記方法。
（項目２５）
　第１の工程には第１の触媒のみが存在し、共重合工程には第２の触媒のみが存在する、
項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　エポキシド原料を処理する工程中に第２の触媒が存在する、項目２４に記載の方法。
（項目２７）
　供給する工程の前に、処理したエポキシド原料から第１の触媒を除去するさらなる工程
を含む、項目２４に記載の方法。
（項目２８）
　第１の触媒が、固体であるか、または固体に担持されたエポキシド加水分解触媒である
、項目２４に記載の方法。
（項目２９）
　原料と接触させる工程が、エポキシド原料を第１の触媒床に流すことを含む、項目２８
に記載の方法。
（項目３０）
　第１の触媒が、金属サレン錯体を含む、項目１～２９のいずれか１項に記載の方法。
（項目３１）
　第１の触媒が、コバルト、マンガンおよびクロムからなる群から選択される金属原子を
含む、項目３０に記載の方法。
（項目３２）
　第１の触媒が、コバルト（ＩＩＩ）サレン錯体を含む、項目３０に記載の方法。
（項目３３）
　第１の触媒が、オリゴマー金属サレン錯体を含む、項目３０に記載の方法。
（項目３４）
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　第２の触媒が、金属－配位子錯体を含み、配位子が、オニウム塩、窒素含有官能基、リ
ン含有官能基、およびこれら任意の２種以上の組み合わせからなる群から選択される１つ
以上の連結した活性化部分を含むことを特徴とする、項目１～２９のいずれか１項に記載
の方法。
（項目３５）
　連結した活性化部分が、トリアルキルアンモニウム基、アミジニウム基、グアニジニウ
ム基、ホスホニウム基、アルソニウム基、四級化窒素含有ヘテロ環基、ホスファゼニウム
基、およびこれら任意の２種以上の組み合わせからなる群から選択される、項目３４に記
載の方法。
（項目３６）
　第２の触媒が、表Ｉの錯体から選択される、項目３０に記載の方法。
（項目３７）
　エポキシド加水分解触媒が、
【化８３】

を含み、式中、Ｘがアニオンである、項目３０に記載の方法。
（項目３８）
　２種類以上の金属錯体の混合物を含み、少なくとも１つの金属錯体が、エポキシドを加
水分解するための実質的な触媒活性を有する第１の触媒であり、少なくとも１つの金属錯
体が、第１の触媒とは異なる構造を有し、エポキシドとＣＯ２の共重合に実質的な触媒活
性を有する第２の触媒であることを特徴とする、触媒組成物。
（項目３９）
　第１の触媒が、第２の触媒に対し、１：１００～２：１のモル比で存在する、項目３８
に記載の触媒組成物。
（項目４０）
　混合物中、モル基準で第１の触媒は第２の触媒より少ない、項目３９に記載の触媒組成
物。
（項目４１）
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、５０モル％未満の量で存在する、項目４０に記載の
触媒組成物。
（項目４２）
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、３０モル％未満の量で存在する、項目４０に記載の
触媒組成物。
（項目４３）
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、２０モル％未満の量で存在する、項目４０に記載の
触媒組成物。
（項目４４）
　第１の触媒は、第２の触媒に対し、１０モル％未満の量で存在する、項目４０に記載の
触媒組成物。
（項目４５）
　第１の触媒が、
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【化８４】

を含み、
　式中、Ｍは金属原子であり；
　Ｒ１ａおよびＲ１ａ’は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１

－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環
、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸
素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘ
テロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不
飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を
含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される場合により置換さ
れた基であり；
　Ｒ４ｂは、

【化８５】

からなる群から選択され、式中、
　Ｒｃは、それぞれの場合に、独立して、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、
－ＣＮ、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ
、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、
－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲであるか、または、
Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的
に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の
多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含
む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される
１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、
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酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環
状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、または窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群か
ら選択される場合により置換された基からなる群から選択される場合により置換された基
であるか；または
　任意の２個の隣接するＲｃ基は、これらが接続する炭素原子および任意の間に存在する
原子とともに、１つ以上の場合により置換された環を生成してもよく；または
　同じ炭素原子に接続する任意の２個のＲｃ基が、場合により、これらが接続する炭素原
子とともに、３～８員環のスピロ環状環、カルボニル、オキシム、ヒドラゾンおよびイミ
ンからなる群から選択される場合により置換された部分を形成してもよく；
　Ｒｄは、それぞれの場合に、独立して、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、
－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ
、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（Ｃ
Ｏ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲであるか
、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和ま
たは部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和また
は芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテ
ロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して
選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ
環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２
員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、または窒素、酸素または硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環か
らなる群から選択される場合により置換された基であるか；または
　任意の２個の隣接するＲｄ基が、その間に存在する原子とともに、場合により、窒素、
酸素または硫黄から独立して選択される１個以上のヘテロ原子を含む１つ以上の場合によ
り置換された環を形成してもよく；
　Ｒは、それぞれの場合に、独立して、水素であるか、アシル、Ｃ１－６脂肪族、Ｃ１－

６ヘテロ脂肪族、カルバモイル、アリールアルキル、フェニル、３～８員環の飽和または
部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳
香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原
子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環
の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環、酸素保護基
および窒素保護基からなる群から選択される場合により置換された基であるか；または
　同じ窒素原子上にある２個のＲ基は、場合により、場合により置換された３～７員環の
環を形成してもよく、
　Ｘはアニオンであり；
　Ｙは、－Ｃ（Ｒｃ）２－、－ＮＲ－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ－、－Ｏ
－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、
－ＳｉＲ２－、－Ｃ（＝Ｓ）－、－Ｃ（＝ＮＲ）－、または－Ｎ＝Ｎ－；－ＣＲ＝ＣＲ－
、ポリエーテル；Ｃ３～Ｃ８置換または非置換の炭素環；およびＣ１～Ｃ８置換または非
置換のヘテロ環からなる群から選択される二価のリンカーであり；
　ｍは、０であるか、または境界値を含む１～６の整数であり；
　ｍ’は、０であるか、または境界値を含む１～４の整数であり；
　ｑは、０であるか、または境界値を含む１～４の整数であり；
　ｘは１または２である、項目３８に記載の触媒組成物。
（項目４６）
　第１の触媒が、
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【化８６】

からなる群から選択され、
　式中、Ｒ４ａ、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ、Ｒ６ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ

’が、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ

２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－
Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－Ｎ
ＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲであるか、または、Ｃ１

－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不
飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環
状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５
～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～
３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素
または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽
和または部分的に不飽和のヘテロ環および窒素、酸素または硫黄から独立して選択される
１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択
される場合により置換された基であるか；または
　［Ｒ１ａおよびＲ４ａ］、［Ｒ１ａ’およびＲ４ａ’］、［Ｒ４ａおよびＲ５ａ］、［
Ｒ５ａおよびＲ６ａ］、［Ｒ６ａおよびＲ７ａ］、［Ｒ４ａ’およびＲ５ａ’］、［Ｒ５

ａ’およびＲ６ａ’］、［Ｒ６ａ’およびＲ７ａ’］の任意の１つ以上は、場合により、
その間に存在する原子とともに、１つ以上の場合により置換された環を形成してもよく；
　ｗは、０であるか、または境界値を含む１～８の整数である、項目４５に記載の触媒組
成物。
（項目４７）
　Ｒ１ａ、Ｒ１ａ’、Ｒ４ａ、Ｒ４ａ’、Ｒ６ａおよびＲ６ａ’がそれぞれ－Ｈである、
項目４６に記載の触媒組成物。
（項目４８）
　Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ’がそれぞれ、－Ｈ、場合により置換された脂
肪族基または場合により置換されたアリール基である、項目４７に記載の触媒組成物。
（項目４９）
　Ｒ１ａ、Ｒ１ａ’、Ｒ４ａ、Ｒ４ａ’、Ｒ６ａおよびＲ６ａ’が、それぞれ－Ｈであり
、Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ’は、それぞれ独立して、場合により置換され
たＣ１－１２脂肪族基である、項目４６に記載の触媒組成物。
（項目５０）
　Ｒ５ａ、Ｒ５ａ’、Ｒ７ａおよびＲ７ａ’が、それぞれｔ－ブチルである、項目４９に
記載の触媒組成物。
（項目５１）
　Ｍが、コバルト、クロムおよびマンガンから選択される、項目４５～５０のいずれか１
項に記載の触媒組成物。
（項目５２）
　Ｍがコバルトである、項目５１に記載の触媒組成物。
（項目５３）
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　Ｍがコバルト（ＩＩＩ）である、項目５２に記載の触媒組成物。
（項目５４）
　第１の触媒が、複数の金属配位子錯体を含むオリゴマーを含む、項目３８に記載の触媒
組成物。
（項目５５）
　第２の触媒が、
【化８７】

を含み、式中、Ｍ’が金属原子であり；

【化８８】

は、多座配位子を含み；
【化８９】

は、多座配位子に連結した１つ以上の活性化部分をあらわし、ここで、
【化９０】

は、リンカー部分をあらわし；ｍは、リンカー部分に存在するＺ基の数をあらわし、境界
値を含む１～４の整数であり；各（Ｚ）は、独立して、
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【化９１】
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【化９２】

からなる群から選択される活性化官能基であり、
　式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、水素であるか、またはＣ１－２０脂肪族
、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７
～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素
、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多
環状ヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ
原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または
硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分
的に不飽和の多環状ヘテロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール環からなる
群から選択される場合により置換された基であるか；または
　Ｒ１およびＲ２は、その間に存在する原子とともに、場合により１個以上のさらなるヘ
テロ原子を含む１つ以上の場合により置換された環を形成してもよく；
　各Ｒ３は、独立して、水素であるか、またはＣ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪
族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４員環の飽和または
部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個
のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多環状ヘテロアリール環、
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の
飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択さ
れる１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状ヘテ
ロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール環からなる群から選択される場合に
より置換された基であるか；またはＲ３基は、Ｒ１基またはＲ２基とともに、１つ以上の
場合により置換された環を形成してもよく；
　各Ｒ４は、独立して、水素、ヒドロキシル保護基、または、Ｃ１－２０アシル、Ｃ１－

２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状
炭素環、７～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫
黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリー



(26) JP 2015-502449 A5 2016.2.12

ル環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１
４員環の多環状ヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３
個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、
酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和
または部分的に不飽和の多環状ヘテロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール
環からなる群から選択される場合により置換された基であり；
　Ｒ５は、Ｒ２またはヒドロキシルであるか；または
　Ｒ１およびＲ５は、その間に存在する原子とともに、１つ以上の場合により置換された
炭素環、ヘテロ環、アリールまたはヘテロアリール環を形成してもよく；
　Ｒ６およびＲ７は、それぞれ独立して、水素であるか、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ

１－２０ヘテロ脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１
４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して
選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸
素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多環状
ヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子
を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または硫黄
から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分的に
不飽和の多環状ヘテロ環、フェニルおよび８～１４員環の多環状アリール環からなる群か
ら選択される場合により置換された基であるか；または
　Ｒ６およびＲ７は、その間に存在する原子とともに、場合により１個以上のヘテロ原子
を含有する１つ以上の場合により置換された環を形成してもよいか；または
　Ｒ６基またはＲ７基は、Ｒ１基またはＲ２基とともに、１つ以上の場合により置換され
た環を形成してもよく；
　それぞれの場合のＲ８は、独立して、ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＳＲｙ、－Ｓ（
Ｏ）Ｒｙ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｙ、－ＮＲｙＣ（Ｏ）Ｒｙ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒｙ、－ＣＯ２Ｒｙ

、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＯＲ７、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｙ）２、－Ｎ（Ｒｙ）２、－ＮＲｙ

Ｃ（Ｏ）Ｒｙ、－ＮＲｙＣ（Ｏ）ＯＲｙ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ
脂肪族、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４員環の飽和ま
たは部分的に不飽和の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～
４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄か
ら独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１４員環の多環状ヘテロアリール
環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員
環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選
択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１４員環の飽和または部分的に不飽和の多環状
ヘテロ環、フェニル、または８～１４員環の多環状アリール環からなる群から選択される
場合により置換された基からなる群から選択されるか；
　または２個以上の隣接するＲ８基は、０～４個のヘテロ原子を含む場合により置換され
た飽和、部分的に不飽和、または芳香族の５～１２員環を形成してもよく；
　各Ｒｙは、独立して、－Ｈであるか、または、Ｃ１－６脂肪族、フェニル、３～７員環
の飽和または部分的に不飽和の炭素環式環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択され
る１～２個のヘテロ原子を含む３～７員環の飽和または部分的に不飽和の単環状ヘテロ環
、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む５～６員環
のヘテロアリール環、８～１０員環のアリールからなる群から選択される場合により置換
された基であり；
　Ｘはアニオンであり；
　環Ａは、場合により置換された５～１０員環のヘテロアリール基であり；
　環Ｂは、示されている環窒素原子に加え、窒素、酸素または硫黄から独立して選択され
る０～２個のヘテロ原子を含む場合により置換された３～８員環の飽和または部分的に不
飽和の単環状ヘテロ環である、項目３８に記載の触媒組成物。
（項目５６）
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【化９３】

が、

【化９４】

を含み、式中、
　Ｒ１ｂおよびＲ１ｂ’は、独立して、－Ｈ、
【化９５】

基、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和
または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和ま
たは芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立し
て選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテ
ロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１
２員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立し
て選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からな
る群から選択される場合により置換された基であり；
　Ｒ２ｂ、Ｒ２ｂ’、Ｒ３ｂおよびＲ３ｂ’は、独立して、
【化９６】

基、水素、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－Ｓ
Ｏ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、または、Ｃ１

－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不
飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環
状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５
～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～
３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素
または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽
和または部分的に不飽和のヘテロ環および窒素、酸素または硫黄から独立して選択される
１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択
される場合により置換された基であるか；または
　［Ｒ２ｂ’およびＲ３ｂ’］、［Ｒ２ｂおよびＲ３ｂ］、［Ｒ１ｂおよびＲ２ｂ］およ
び［Ｒ１ｂ’およびＲ２ｂ’］のいずれかは、場合によりその間に存在する原子とともに
、１個以上のＲｄ’基で置換されていてもよい１つ以上の環を形成していてもよく；



(28) JP 2015-502449 A5 2016.2.12

　Ｒｄ’は、それぞれの場合に、独立して、
【化９７】

基、リンカー、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ

２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－Ｓ
ｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）
Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１

－２０ヘテロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環
、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸
素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘ
テロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不
飽和のヘテロ環、または窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ
原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される場合により
置換された基であるか；または
　２個以上のＲｄ’基が、その間に存在する原子とともに、場合により１個以上のヘテロ
原子を含む１つ以上の場合により置換された環を形成してもよく；
　Ｒ４ｂ’は、
【化９８】

からなる群から選択され、
　Ｒｃ’は、それぞれの場合に、独立して、
【化９９】

基、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－Ｓ
Ｏ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ
Ｒ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテロ脂肪族、
フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を
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含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素
、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和
または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５
個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環および
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環
の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される場合により置換された基であるか；
または
　２個以上のＲｃ’基は、これらが接続する炭素原子および任意の間に存在する原子とと
もに、１つ以上の場合により置換された環を生成してもよいか；または
　同じ炭素原子に接続する２個のＲｃ’基が、場合により、これらが接続する炭素原子と
ともに、３～８員環のスピロ環状環、カルボニル、オキシム、ヒドラゾンおよびイミンか
らなる群から選択される場合により置換された部分を形成してもよく；
　Ｒは、それぞれの場合に、独立して、水素であるか、アシル、Ｃ１－６脂肪族、Ｃ１－

６ヘテロ脂肪族、カルバモイル、アリールアルキル、フェニル、３～８員環の飽和または
部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳
香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原
子を含む５～６員環の単環のヘテロアリール環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～３個のヘテロ原子を含む３～８員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、
窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環
の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択
される１～５個のヘテロ原子を含む８～１０員環の二環状ヘテロアリール環、酸素保護基
および窒素保護基からなる群から選択される場合により置換された基であるか；または
　同じ窒素原子上の２個のＲ基が、場合により、場合により置換された３～７員環の環を
形成してもよく；
　Ｘはアニオンであり；
　Ｙ’は、－Ｃ（Ｒｃ’）２－、－ＮＲ－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ－、
－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２

－、－ＳｉＲ２－、－Ｃ（＝Ｓ）－、－Ｃ（＝ＮＲ）－、または－Ｎ＝Ｎ－；ポリエーテ
ル；Ｃ３～Ｃ８置換または非置換の炭素環；およびＣ１～Ｃ８置換または非置換のヘテロ
環からなる群から選択される二価のリンカーであり
；
　ｍは、０であるか、境界値を含む１～６の整数であり；
　ｍ’は、０であるか、境界値を含む１～４の整数であり；
　ｑは、０であるか、境界値を含む１～４の整数であり、
　ｘは、０、１または２である、項目５５に記載の触媒組成物。
（項目５７）
　
【化１００】

が、
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【化１０１】

を含み、Ｒ８ｂ、Ｒ８ｂ’、Ｒ５ｂ、Ｒ５ｂ’、Ｒ６ｂ、Ｒ６ｂ’、Ｒ７ｂおよびＲ７ｂ

’が、それぞれ独立して、
【化１０２】

基、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－Ｓ
ＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、－
Ｃ（Ｏ）ＮＲ２、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ２、－ＮＲ（ＣＯ）ＯＲ、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＣＯ

２Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、または、Ｃ１－２０脂肪族、Ｃ１－２０ヘテ
ロ脂肪族、フェニル、３～８員環の飽和または部分的に不飽和の単環状炭素環、７～１４
個の炭素を含む飽和、部分的に不飽和または芳香族の多環状炭素環、窒素、酸素または硫
黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を含む５～６員環の単環のヘテロアリー
ル環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含む３～８
員環の飽和または部分的に不飽和のヘテロ環、窒素、酸素または硫黄から独立して選択さ
れる１～５個のヘテロ原子を含む６～１２員環の多環状飽和または部分的に不飽和のヘテ
ロ環、または窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を含む
８～１０員環の二環状ヘテロアリール環からなる群から選択される場合により置換された
基であるか；または
　［Ｒ１ｂおよびＲ８ｂ］、［Ｒ１ｂ’およびＲ８ｂ’］、［Ｒ８ｂおよびＲ５ｂ］、［
Ｒ５ｂおよびＲ６ｂ］、［Ｒ６ｂおよびＲ７ｂ］、［Ｒ８ｂ’およびＲ５ｂ’］、［Ｒ５

ｂ’およびＲ６ｂ’］、［Ｒ６ｂ’およびＲ７ｂ’］の任意の１つ以上は、場合により、
その間に存在する原子とともに、１つ以上の場合により置換された環を形成してもよい、
項目５６に記載の触媒組成物。
（項目５８）
　

【化１０３】

が、
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【化１０４】

からなる群から選択され、
　式中、ｗは、０であるか、境界値を含む１～８の整数であり、
　ｐは、０であるか、または境界値を含む１～４の整数である、項目５７に記載の触媒組
成物。
（項目５９）
　第２の触媒が、表Ｉに示されるものから選択される、項目３８に記載の触媒組成物。
（項目６０）
　第１の触媒および第２の触媒が、両方ともそれぞれコバルト錯体を含む、項目３８～５
９のいずれか１項に記載の触媒組成物。
（項目６１）
　１つ以上のエポキシドと、項目３８～６０のいずれか１項に記載の触媒組成物とを接触
させる工程を含む、脂肪族ポリカーボネートポリマーを調製するための方法。
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